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　トヨタでは、「Environmental & Social Report ２００３」

の正確性及び客観性の向上のため、第三者審査のプロセスを

付加することが重要だと考えています。 

　そのため、「Environmental & Social Report ２００３」に

記載されている情報について、右ページの図に示したように、

デロイト トウシュ トーマツ の一員である株式会社トーマツ

環境品質研究所による第三者審査を受けています。 

　第三者審査手続概要は同社のホームページに開示され

ていますのでご覧下さい。 
URL http://www.teri.tohmatsu.co.jp
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第三者意見表明に当たり、審査手続の手順概要を補足説明として以下に示します。 
なお、審査手続の詳細については、弊社ホームページ（http://www.teri.tohmatsu.co.jp）に開示しております。 

審査計画策定 審査実施 審査報告 最終版報告書チェック 第三者意見書提出 

元町工場の環境改善活動について 
工務部長、担当者から説明を受ける 

1.報告書掲載事項の確認 
　①情報の範囲 
　②情報の収集過程 
　③情報の集計方法 
2.審査事項・審査方法の決定 

事務局及び担当者に対する 
審査の実施 
工場視察、関係会社往査 

審査結果指摘事項 
（修正・提案）の報告 

ステップ3での指摘事項の 
フォローアップ 

第三者意見書の提出 

第三者意見表明に関する実施手続の補足説明 

ステップ1 ステップ2 ステップ3 ステップ4 ステップ5

1.今回の訪問先 
　・元町工場 
　・ダイハツ工業株式会社 
2.今回訪問しなかった工場及び 
　関係会社については、記録類の閲覧、 
　照合、トヨタ自動車株式会社本社担 
　当者に対する質問を同社で実施した。 

生産に関して環境部担当者へヒアリング 

工場視察、関係会社往査の補足説明 

このレポートの制作にあたって下記の環境配慮をしました。 

印刷の全ての工程はISO14001を取得した工場で実施しています。 

編集･製版･刷版 印　刷 加工製本 

編集･製版･刷版 印　　　刷 加工製本 

　編集・製版・刷版は写植・版下・組版を電子化 
（DTP：Desk Top Publ ish ing）し、情報を
アルミニウムの版(印刷用の板)に直接焼き付ける  
CTP（Computer To Plate）を採用しました。これに
より従来使用していた版下用の印画紙・用紙、焼き付
け用フィルムおよびフィルムの現像液と定着液が不要
となりました。 

　印刷は水なし印刷を採用。従来
水あり印刷で使用していた、湿し水
の成分であるイソプロピルアルコ
ールを使用していません。また紙
は環境配慮型の再生紙を使用。イ
ンキは石油系溶剤を大豆油系溶剤
に替えた、ＶＯＣ－ＦＲＥＥ水なし印
刷用インキを開発しました。 

　印刷した用紙を加工して製
本する際、接着剤に古紙再生
時紙との分離除去が容易なポ
リウレタン系の接着剤を使用
しています。また加工時の断
裁によって発生した余白紙は、
製紙会社にて再び再生紙にな
ります。 

DTP
データ通信 

CTP アルミ版 印刷物 給紙　印刷　排紙 丁合　　　背ならし　表紙くるみ 
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